
系
譜
を
探
究
し
て
、
そ
の
理
論
を
日
本
人
起
源
論
の
言
説
の
中
で
位
置

づ
け
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
課
題
を
設
定
す
る
。
研
究
方
法
は
主
に

言
説
分
析
で
あ
る
。

本
研
究
の
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」

に
お
い
て
は
論
拠
不
足
・
矛
盾
点
が
多
く
、
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
、
ア
ジ
ア
全
体
の
動
き
の
説
明
が
欠
け
て
い
る
が
た
め
に
偏
っ
た

「
日
本
人
」
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
に
よ
る
と
、「
日
本
人
」
は
政
治
的
共
同
体

「
日
本
国
民
」
と
生
物
的
共
同
体
「
日
本
人
集
団
」
と
い
う
二
つ
の
統

一
し
た
共
同
体
を
な
し
て
い
る
。
後
者
は
「
二
重
構
造
」
を
形
質
の
地

理
的
勾
配
と
し
て
維
持
し
て
い
る
ま
と
ま
っ
た
人
種
的
集
合
体
で
あ
る
。

「
日
本
民
族
」
と
し
て
の
「
日
本
人
」
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
か
わ
り
に
、

ア
イ
ヌ
民
族
、
琉
球
民
族
、
大
和
民
族
と
い
う
三
つ
の
日
本
の
エ
ス
ニ

ッ
ク
集
合
体
が
存
在
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
「
日
本
国
民
」
と

「
日
本
人
集
団
」
は
日
本
の
単
一
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
、

三
つ
の
民
族
の
存
在
は
日
本
の
多
様
性
・
異
質
性
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
埴
原
の
学
説
の
主
な
弱
点
は
方
法
論
的
な
立
場
と
概
念
の
問
題
で

あ
り
、「
日
本
人
」・「
民
族
」・「
人
種
」
の
捉
え
方
は
「
モ
デ
ル
」
の

理
論
の
都
合
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
は
、
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
登

場
し
た
新
し
い
日
本
人
起
源
説
で
あ
る
。
そ
の
学
説
は
、
二
つ
の
基
本

的
な
見
解
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
長
谷
部
言
人
と
鈴
木
尚

の
「
単
一
民
族
論
」
お
よ
び
Ｅ．
ベ
ル
ツ
の
「
混
合
民
族
論
」
で
あ
る
。

「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
に
お
け
る
そ
の
二
つ
の
理
論
は
、「
日
本
人
集

団
」
は
多
民
族
複
合
体
で
、
二
つ
の
異
な
っ
た
形
質
的
集
団
の
共
存
を

維
持
す
る
一
つ
の
人
種
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
合
成
さ
れ
て
い
る
。
埴

原
の
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
は
、
混
血
を
重
視
す
る
日
本
人
種
論
で
あ

り
、
元
来
の
「
混
合
民
族
論
」
と
「
単
一
民
族
論
」
と
の
あ
い
だ
に
架

け
橋
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
理
論
で
あ
る
。「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」

を
継
承
し
た
日
本
人
起
源
論
で
は
、
埴
原
が
提
起
し
た
「
混
合
民
族
論
」

と
「
単
一
民
族
論
」
と
を
合
成
し
た
も
の
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
海
外
修
学
旅
行
の
目
的
地
選
定
に

関
す
る
研
究

松
浦
　
直
美

近
年
、
国
際
的
な
テ
ロ
事
件
や
感
染
症
の
流
行
な
ど
に
も
関
わ
ら
ず
、

世
界
中
の
国
際
観
光
者
は
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
日
本
の
国

際
観
光
は
欧
米
の
も
の
と
は
異
な
っ
た
移
動
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
発
展

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
、
欧
米
と
は
異
な
る
視
点
か

ら
の
研
究
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
国
際
観
光
の
特
徴
は
、
い

く
つ
か
の
高
度
に
制
度
化
さ
れ
た
観
光
形
態
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
制
度
化
さ
れ
た
観
光
の
典
型
例
で
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あ
り
、
ま
た
若
い
う
ち
に
経
験
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
観
光
パ
タ
ー
ン

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
海
外
修
学
旅
行
を
と

り
あ
げ
、
ま
ず
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
目
的
地
が
誰

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
選
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
結
果
、
海
外
修
学
旅
行
は
、
日
本
の
海
外
旅
行
の
中
で
も
以
下

の
よ
う
な
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

ず
、
海
外
修
学
旅
行
の
目
的
地
は
海
外
旅
行
に
比
べ
て
上
位
数
カ
国
・

地
域
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
推
移
に
つ
い
て
も
、
海
外
旅
行

の
目
的
地
は
ア
メ
リ
カ
が
単
独
で
一
位
と
な
り
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
は

こ
こ
十
年
ほ
ど
の
間
に
徐
々
に
伸
び
て
き
た
の
に
対
し
、
海
外
修
学
旅

行
の
目
的
地
は
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
始
ま
り
徐
々
に
遠
方
の
国
・

地
域
へ
移
行
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
都
道
府
県
別
に
見
た
海
外
旅
行
の
出
国
率
が
、
東
京
、
名
古
屋
、
大

阪
な
ど
の
大
都
市
圏
を
中
心
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
海
外
修
学
旅
行

は
西
日
本
の
実
施
率
が
高
く
、
西
高
東
低
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

海
外
修
学
旅
行
の
目
的
地
選
定
に
は
様
々
な
主
体
が
関
わ
っ
て
い
る

が
、
最
も
影
響
力
が
大
き
い
の
は
参
加
者
で
あ
る
生
徒
で
は
な
く
、
学

校
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
修
学
旅
行
が
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
旅

行
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
目
的
地
選
定
に
際
し
て
ま
ず
重
視

さ
れ
る
の
は
、
安
全
性
で
あ
る
。
次
に
目
的
地
へ
の
地
理
的
な
近
さ
や

旅
費
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
実
施
率
の
西
高
東
低

と
い
う
特
徴
を
生
み
出
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
立

高
校
で
は
特
に
各
都
道
府
県
・
政
令
都
市
の
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
修

学
旅
行
の
実
施
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
旅
行
期
間
や
旅
費
な
ど
の

条
件
に
よ
っ
て
目
的
地
が
絞
ら
れ
、
海
外
の
目
的
地
は
近
隣
ア
ジ
ア
諸

国
が
中
心
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
少
子
化
や
学
区
制
の
廃
止
に

よ
っ
て
、
学
校
が
生
徒
確
保
に
向
け
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
海
外
修
学
旅
行
を
位
置
づ
け
る
場
合
や
、
小
学
校
や
中
学
校
で

生
徒
が
既
に
訪
れ
た
場
所
を
避
け
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
、
海
外
が
目

的
地
と
し
て
選
択
さ
れ
る
積
極
的
、
消
極
的
理
由
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
目
的
地
を
何
度
も
訪
れ
る
こ
と
で
、
担

当
教
員
に
修
学
旅
行
が
一
定
の
型
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
新
鮮
さ
が
失

わ
れ
る
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
と
い
う
感
覚
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
目
的
地

を
変
更
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
海
外
修
学
旅
行
は
日
本
の
海
外
旅
行
の
中
で
も
独
特

の
特
徴
を
持
ち
、
そ
の
目
的
地
は
様
々
な
要
素
の
「
兼
ね
合
い
」
に
よ

っ
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

太
宰
治
研
究

―
中
期
〈
女
語
り
〉
作
品
群
の
構
造
を
中
心
に
―

何
　
　
資
宜

太
宰
治
の
〈
女
語
り
〉
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
の
殆
ど
は
、
先
行
研
究
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